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巴工

っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
制
に
で

き
る
だ
け
、
役
場
の
建
投
澱
な

り
土
木
事
務
所
な
り
に
協
縦
し

事
に
職
工
で
き
な
い
こ
と
に
な

て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

兄
受
け
ら
れ
ま
す
。

建
物
の
新
築
、
地
築
、
改
築

移
職
ま
た
は
大
規
棋
の
修
繕
、

棋
様
替
え
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
地
域
、
現
模
、
椛
造
用
途
桴

に
よ
っ
て
、
所
定
の
手
続
き
か

必
要
で
あ
り
、
建
築
主
邪
の
確

認
を
受
け
て
か
ら
で
な
い
と
工

無
届
違
反
建
築
物
の

一
掃
に
つ
い
て

蚊
近
、
無
届
雌
築
物
等
い
わ

ゆ
る
迩
反
建
築
物
が
た
び
た
び

編
集
企

発
行
所

十
月
三
十
一
日

町
（
県
）
民
税
三
期

九
月
三
十
日

固
定
資
産
税
三
期

九
月
・
十
月
の
納
税

■
一
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．
咄
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：
‘
‐
‘
・
‐
‘
１
１
…
・
・
…
一
才
入
の
予

一
才
入
童
総
額
一
穂

・
・
‘
！
‐
・
‐
・
‐
‐
‐
！
…
一
二
千
二
百
一

刀
二
千
円
に
対
し
て
、
決
算
額

（
収
入
済
額
）
は
二
値
一
千
九

面
九
十
八
万
二
千
円
で
、
二
百

三
万
円
の
減
、
収
入
歩
合
は
九

十
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

才
入
の
決
算
の
内
沢
を
み
る

と
、
地
方
交
付
税
か
八
千
六
百

四
十
七
万
五
千
円
（
全
体
の
三

十
九
・
四
％
）
で
一
番
大
き

く
、
以
下
町
税
五
千
六
百
八
十

七
万
四
千
円
（
二
十
六
％
）
、

国
肛
支
出
金
三
千
七
十
九
万
円

（
十
川
％
）
、
町
仙
二
千
六
百

万
Ｎ
（
十
一
・
八
％
）
と
続

き
、
さ
ら
に
町
税
の
内
沢
を
み

る
と
、
町
侭
税
一
千
派
、
五
十

円
万
六
千
円
、
間
定
溢
雁
税
二

千
三
Ｗ
七
十
五
万
七
千
円
、
蝿

自
助
卓
税
百
二
十
二
万
八
千

円
、
た
ば
こ
消
尚
税
九
面
十
一

万
七
千
円
、
地
裁
ガ
ス
税
・
・
一
両

六
十
六
万
五
下
円
、
木
材
引
取

税
三
，
五
十
六
万
円
な
ど
と
な

今
l

ll

百
九
十
一
万
三
千
円
の
繰
越
し

世
話
を
必
要
育
て
て
お
ら
れ
る
人
に
支
給
う
一
級
な
い
し
、
身
体
障
害
た
額
を
こ
え
る
と
き
ね
く
だ
さ
い
。

特
別
児
埴

扶
養
手
当
と

は
、
二
十
才

未
満
の
こ
ど

も
さ
ん
で
、

知
忠
の
お
く

れ
て
い
る
こ

と
や
身
体
に

近
い
障
害
が

あ
る
た
め
日

々
の
生
活
に

家
庭
の
人
た

ち
の
常
時
お

○○○○

昭
和
四
十
年
度
金
木
町
一
般
会
誹
の
決
算
か
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
才
入
総
額
は
二
他
一
千
九
百
九
十
八

万
二
千
円
、
才
出
総
額
二
他
一
千
八
百
六
万
九
千
円
で
、
差

引
百
九
十
一
万
三
千
円
の
繰
越
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
二
十
才
未
満
の
亜
度
障
害
児

を
誰
青
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
Ｂ

◇
父
ま
た
は
母
が
い
な
い
と

き
、
ま
た
は
父
母
か
と
も
に

い
な
い
場
合
に
は
、
父
母
に

か
わ
っ
て
実
際
に
同
居
し
、

と
す
る
こ
ど
も
さ
ん
の
幸
せ
を

は
か
る
た
め
に
手
当
を
莞
し
上

げ
る
制
度
で
す
。

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
縦
二

千
六
百
万
門
の
内
訳
は
、
火
葬

瑚
雄
投
偵
三
百
万
円
、
ゴ
ミ
迩

搬
巾
胱
入
価
百
万
円
、
南
中
学

校
建
設
偵
一
千
万
円
、
喜
良
市

小
学
校
特
別
教
室
建
設
価
百
三

十
万
円
、
町
憎
住
宅
雌
投
価
百

万
円
、
教
員
住
宅
建
設
慨
百
七

十
万
円
、
股
業
施
投
災
害
復
旧

猟
業
悩
二
百
万
円
、
臨
時
減
税

補
て
ん
俄
五
百
三
十
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

…
：
！
‐
，
‐
‐
‐
》
才
出
で
雌

一
才
出
一
も
大
き
い
の

．
‐
‐
‐
，
’
…
，
．
！
‘
‐
，
’
一
は
教
育
費
の

五
千
三
百
六
十
万
九
千
円
（
全

体
の
二
叫
・
六
％
）
で
、
以
ド

総
務
賀
の
五
千
三
百
三
十
七
万

五
千
Ⅲ
（
二
十
四
・
五
％
）
土

木
間
二
千
Ｗ
六
十
七
万
二
千
円

（
十
％
）
、
民
生
曲
一
千
八
百

八
十
九
万
八
千
円
（
八
・
八

％
）
、
災
沓
復
川
岱
一
千
五
十

七
万
四
千
円
（
四
・
八
％
）
、

公
依
出
一
千
五
十
二
万
↓
羊
円

（
四
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
ま

手
当
の
受
け
ら
れ
る
人

才
出
の
ト
ッ
プ
は
教
育
費

◇
重
度
の
精
神
薄
弱
（
例
え
ば

知
恵
が
お
く
れ
て
い
る
た

恥
、
日
常
生
活
で
釉
時
介
護

、
が
必
要
で
あ
る
も
の
）

◇
身
体
に
通
度
の
障
害
（
障
害

の
程
度
は
国
民
年
金
法
に
い

◇
重
度
障
苫
児
一
人
に
つ
き
、

月
額
一
、
二
○
○
門
（
昭
和

円
十
二
年
一
月
分
か
ら
一
、

四
○
○
円
に
な
り
ま
す
。
）

◇
手
当
は
、
町
村
役
場
に
講
求

の
手
続
き
を
と
っ
た
翌
月
か

ら
支
給
か
州
始
さ
れ
ま
す
。

す
。
教
育
費
が
才
出
の
ト
ッ
プ
を

占
め
て
い
る
の
は
、
南
中
学
校

雌
投
出
二
千
五
百
七
十
八
万
二

千
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で

す
。
昭
和
四
十
年
度
中
の
主
な
事

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

火
葬
場
建
投
（
三
百
五
十
四

万
一
千
円
）
、
住
宅
建
設
事
業

二
千
三
十
万
四
千
円
）
、
南

中
学
校
建
築
堺
業
（
二
千
五
百

七
十
八
万
二
千
円
）
、
灘
良
市

小
学
校
特
別
教
案
建
投
事
業

（
二
百
四
十
四
万
八
千
円
）
、

股
業
施
段
災
審
復
Ⅲ
嚇
業
（
一

千
五
十
七
万
Ｗ
千
円
）

才
川
を
性
面
別
に
分
け
る
と

人
件
間
が
七
千
四
両
七
十
一
万

五
千
円
（
三
十
四
・
三
％
）
、

物
件
曲
か
三
千
百
二
十
一
万
八

千
円
（
十
円
％
）
、
普
通
雌
投

朝
業
費
五
千
八
百
八
十
五
万
七

千
円
（
二
十
七
％
）
、
そ
の
他
五

千
三
Ⅳ
二
十
七
万
九
千
州
（
二

十
四
・
七
％
）
と
な
り
ま
す
。

障
害
の
程
度

手
当
額

さ
れ
ま
す
０Ｉ

Ｉ 像

○○○○

◇
請
求
さ
れ
る
人
が
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
と
き

１
、
外
国
人
で
あ
る
と
き

２
、
日
本
国
内
に
住
所
か
な
い

と
き

３
、
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い

る
と
き
（
た
だ
し
、
請
求
す

る
人
か
雌
ｆ
福
祉
年
金
、
障

奮
福
祉
年
金
及
び
老
令
年
金

な
ら
び
に
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
と
き
は
手
当
を

受
け
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

４
，
年
間
の
所
得
が
二
十
四
万

円
に
養
育
し
て
い
る
児
童
一

人
に
つ
き
四
万
円
を
加
算
し

手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

昭和40年度一般会計決算項目別一覧表

入

分｜予算額千円|決算額千円|櫛成割合%｜
税’54,37515687土｜－塑.01

グラフで見る決算荷
描
祉
法
の
一
、
二
級
程
度

で
す
。 才

一
区
一
町

字
１
１
‐
ｑ

】
■
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
や
■
・
凸
■
■
■
■
■
・
●
●
●
■
■
■
■
■
・
●
一
■
■
■
■
■
■
■
■
口
・
●
■
■
■
■
■
■
■
句
・
口
■
■
■
■
■
・
■
一
色
■
■
■
■
■
一
・
・
・
■
■
■
■
■
ぬ

才入

地方交付税l86,473186 ４
４

９

２

３唖
町

11【しWTp

lllL'11.J

当たり 牙垣需負担金’5,''71－回
使用料手数料'一 ５

０
９
９
８
７
２
０３

103.81668,085円
即
一
旭

国庫支出金’31,122◇
障
笘
児
が
つ
ぎ
の
よ
う
な

と
き

１
、
外
国
人
で
あ
る
と
き

２
、
日
本
国
内
に
住
所
か
な

い
と
き

３
、
父
や
母
の
死
亡
に
よ
っ

て
年
金
や
恩
給
を
も
ら
っ

て
い
る
と
き

４
、
里
親
に
委
託
さ
れ
た

り
、
児
竜
稲
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
と
き

請
求
手
続
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
十
一
年
八
月
一
日
か

ら
市
町
村
役
場
で
受
付
け
ま

す
か
ら
お
気
軽
に
相
談
し
て

下
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と

は
、
役
場
民
生
課
へ
お
た
す

手
当
を
受
け
る
手
続

4,19013，955県支出金町民1人

当たり ２
６
８

０
１
１

517財産収入 倒
一
郡 11金

金

寄
一
繰

付
一
越

14,218円

２
６

６

１

３

９

３

３

3‘362 1．b

I
1．8

11．8

－1皿_－．

|壺 収入 3,620

"|28.40q
計’222.012

26000

982

町

219才入合計

才出

金
木
町
の
行
政
協
力
委
働
会

の
組
織
会
は
、
去
る
八
月
十
九

日
、
青
年
研
修
所
で
開
か
れ
、

次
の
よ
う
に
役
員
か
き
ま
り
ま

し
た
。

◇
会
長
Ⅱ
田
中
重
正

◇
副
会
長
Ｉ
角
田
源
三
郎
、
鎌

田
善
七
、
三
上
菊
次
郎

ｒ
ｆ
ｆ
ｆ
Ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
Ｊ
Ｐ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
軍
ｒ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
Ｊ

電
正
氏
が
会
長
に

田
中
ｌ
行
政
協
力
委
員
会
Ｉ

分｜予算額千円|決算額千円|櫛成割合%|区

’
1|識会fM 咽

一
郡

塑
埜
班

９
｜
型
旧

才出 529

011

332

590

9

54

19

9

務徴
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
●
・
●
句
二
■
■
■
■
■
垂
■
Ｐ
』
■
■
■
■
■
・
■
・
●
■
Ⅱ
■
Ⅱ
■
申
・
ロ
ロ
・
■
Ⅱ
日
■
■
■
凸
Ｐ
一
口
■
■
■
■
・
■
幹
・
■
■
■
■
日
・
・
■
・
■
・
■
、
■
■

妬
旋

1世帯

当たり
8.8民生費

衛生蛮

労伽費

9，3214．4

525

16．7487．7

5.6842．6
＝一一一一一

21,67210.0

4,11ユーニー』－
53，60924．6

67,493円

２
３

｜
”

５５

股林水産業世’17【田中重正氏】 町民1人

当たり 商工徴’5.8065,806◇
滞
任
委
凸
Ⅱ
米
谷
国
男
、
角

田
源
三
郎
、
角
川
昭
太
郎
、

新
岡
慶
一
、
栄
利
保
、
田
中

通
正
、
小
山
内
市
男
、
中
谷

孫
一
、
金
島
永
吉
、
財
田
安

雄
（
以
上
金
木
）
、
原
田
剛

土一木費22，120

‐消防費4,176‐
教育費54,055

災害復_旧費11，16311，163

公t'i"10.543

調支州金3.542

善
七
、
浜
田
繁
四
郎
、
七
岐

之
瀝
、
伊
藤
勝
四
郎
、
鎌
川

水
作
、
小
山
内
班
一
郎
、

米
谷
清
治
、
今
盛
栄
、
三

上
淵
瀬
）
、
木
川
武
四
郎
、

田
稲
辰
、
原
田
虹
二
郎
（
以

菊
次
郎
、
今
与
太
郎
、
邸

辰
三
郎

14,034円

’

’
1

８
８
６

４
４
１

10‘574

３
２
２
４
５
５
０
３

１

支
､舎似
liII
|－

|才出合計’222,0121218.069
伽
一
一

鎌川 上 一B■■■一

_言而云_｡.."：”‘,－，,.‘－，..‘.－.‘.‘､－．."--,,"－，,,､,一・‘‘‘'一・‘‘'･･･－‘'‘･－."''･一‘..‘一‘‘'.一‘，，.｡一‘‘‘‘･一‘",.一 0

1

ｑ
■
・
Ｉ
、
ｇ
Ｊ
・
■
８
．
“
ｊ
ａ
ｑ
ｌ
Ｊ
ｄ
Ｊ
ｐ
字
ｒ
ｌ
Ｕ
・
組
．
０
－

。
。
ｐ
■
■
■
』
・
申
ら
一
・
■
■
■
■
■
全
一
Ｐ
Ｐ
■
■
■
■
■
●
・
Ｐ
・
●
■
■
■
■
Ｕ
・
・
■
己
士
■
■
■
■
口
与
曲
■
・
昏
■
■
■
■
■
一
つ
●
一
■
■
■
■
一
■
■
・
■
句
凸
■
■
■
■
■
●
●
■
・
■
■
宛
■
■
■
■
●
・
凸
冒
■
■
■
■
■
・
の
。
Ｐ
・
”
●
●
・
蔀

不順天候に勝つ稲づくり.／ 網
A

昭和41年産米政〃l買入1llli格 0

、
増
収
と
品
質
改
善
に
種
子
更
新

純
度
の
商
い
採
取
胴
の
繩
ｆ
で
、
鋼
収
と
品
質

改
泌
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

、
地
域
に
合
っ
た
よ
い
品
種
の
選
定

苫
及
風
や
股
協
の
折
導
貝
と
紺
談
し
て
、
奨
励

品
種
の
う
ち
、
自
分
の
地
域
に
合
っ
た
品
祁
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

＠
適
期
刈
取
り
の
励
行

刈
取
り
か
お
く
れ
る
と
品
蘭
か
低
下
し
て
胴
州

米
か
多
く
な
り
ま
す
。
時
期
を
適
確
に
と
ら
え

て
刈
取
り
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
も
み
の
乾
燥
と
調
製
改
善

掛
干
し
に
つ
と
め
、
肋
だ
て
乾
燥
は
や
め
ま
し

よ
｝
つ
。

＠
種
子
の
申
込
期
限
は
九
月
二
十
日

諏
子
は
股
協
（
又
は
役
場
）
へ
九
月
二
十
円
ま

で
に
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

＠
な
お
、
水
稲
の
奨
励
品
種
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。オ

イ
ラ
セ
、
シ
モ
キ
ク
、
な
る
ほ
、
フ
ジ
ミ
ノ

ル
、
ト
ワ
グ
、
陸
奥
光
、
ム
ッ
コ
ガ
ネ
、
ク
ッ

ミ
モ
チ
、
と
ら
も
ち
、
ふ
系
六
十
九
号
、
レ
イ

Ｐ
Ｊ
『
ｌ
ｌ
ｆ
川
１
１
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
脚
■
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
１
■
・
卜
Ⅱ
■
・
Ｐ
■
‐
■
『
・
ｑ
１
■
・
・
宮
・
‐
■
『
Ｉ
‐
宮
‐
“
ｂ
‐
■
ｑ
『

ｑ
Ｉ
０
邑
・
・
耳
●
■
、
■
ｑ
国
■
旬
■
ロ
・
０
℃
ｒ
己
も
Ｂ
ａ
。
●
・
巴
■
ｑ
ｇ
ｑ
■
・
・
申
ら
且
■
Ｄ
Ｂ
●
ｅ
●
口
ｑ
■
■
Ｒ
Ｅ
年
由
宇
炉
・
■
■
■
昼
』
・
凸
由
宇
Ｅ
２
口
目
■
甲
今
Ｐ
Ｃ
■
■
ク
Ｂ
ｒ
“

玄米1俵（正味60坪）当り
（単位円）

メ
ノ
イ
、
モ
チ
ヘ’｢Z~"|s等|4-"L昌一笠

’

厩鳫期、等級別'1箸
’

1

7,336'7,2567,176'7,096
7，2567，1767．0967,016

7,1767,09616,936

造掛"“7，0967，0161

倉
Ｕ
Ｅ

ｎ
コ
－

Ｑ
Ｕ
Ｏ

Ｒ
Ｕ
医

9月30日まで

10月11日まで

10月20日まで

10月21日以降

。上の価格に包装代
複
か主す（ノ

6，816

6．736

“656
青
森
県
農
産
物
改
良
協
会

として次のとおり加算されます
３旺

一
川
一

俵｡逗
二こて六ﾌ~Fかま垂』且里かま

袋
６
０
４

５
０
８

１
１

袋
袋
袋

Ａ
Ｂ
Ｃ

32袋
？＝”‘,,．”,,.,一‘.,’’－－，,‘,,一・,‘,－‘.”‘‘－，,,,－，匹一寺1,‘,？－‘‘11X＝害:.','星弓些皇憲?』－2A,」?=署:霊3』,些二堅実室二二三三'21L男三'・I』藩'窒望,&窯窒：92,-,＝皇'LL烹昌･鰐雪?里:吾宇理空冒警巽冒壹上,‘，Fー"四一:！･･展三等皇迂三・-－－．－一手--ゞ｡‘一二=－－－－－．~~--‘~全｡‐~．~＝~＝“~~.~..一．“

一

” 1
8，

P



L L

q

P


